
                        

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

  

 

 

第68号 

昭和 46 年の開設から利用者・保

護者・役職員、福祉・医療関係者、

住民、政財官等、のぞみ園は地域と共に歩んできました。社

会福祉法人の信頼のためには、透明性の確保が求められて

います。いつも地域に開かれていなければなりません。先達

のおもいを継承しながら、実践を積み重ねていきましょう。 

必然の出会いに導かれ、自身のライフワークとして昭和

54 年から今日までのぞみ園で利用者と共に過ごさせていた

だきました。地域と繋がることが社会参加です。市内の公園

等の集草・消毒業務、農福連携事業、里山活動や大須賀

海岸の清掃奉仕等は地域交

流の場でもあります。地域活

動等で共通意識・共通理解

が拡大し、住民意識が向上

することで、自立した一人ひと

りが自然に支え合う社会ができるのではないでしょうか。 

障がいを個性として捉える、ユニバーサルな社会の実現

こそが共生の未来の姿です。病床の利用者を見送り、夜明

け前の星空を見上げ、何度 「日々の営みこそが大事なの

というグローカルな視点が求められています。物語作りから

始めなければなりません。そして肯定的な関心を持ち続け

るという覚悟性が私たちに問われています。 

自分の選んだ道を力を尽くして歩み続けてください。今

日が始まりの日です（Today is the first day of the rest of 

your life） 

 

僕はいつでも皆さんにエールを送っています。 

 

                 

だ」と誓ったことでしょう。利

用者一人ひとりの希望する

暮らしが実現できているの

か、という本質的な問いかけ

が日常的に私たちに求めら

れています。 

自立生活運動のスローガ

ンである「Nothing about us 

without us（私たちのことを

私たち抜きに決めないで）」

社会福祉法人 のぞみ会 

平成 30 年 6 月発行 

平成 30年 3月 30 日に上條さんの退職を惜しむ会が行われました。 

メッセージ 上條 勝芳 

のぞみ通信 
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■のぞみ園 （入所・通所） ■第二のぞみ園 
■ヘルパーステーション のぞみ 

■相談支援センター のぞみ 

■地域生活支援センター のぞみ 

（グループホーム） 

八戸市大字大久保字大山２２－１０ 

 

☎（０１７８）  ３３－５６５０ 

ＦＡＸ     ３３－５８４３ 

☎（通所）    ３３－１８３５ 

八戸市大字大久保字 

重右エ門窪４－９ 

 

☎（０１７８） ２５－０７２５ 

ＦＡＸ    ２５－０９２５ 

八戸市大字大久保字大山２２－１０ 

 

☎（０１７８） ３３－１５６６ 

ＦＡＸ    ３３－２００５ 

八戸市大字大久保字大山２２－１０ 

☎（０１７８） 33-1566 

ＦＡＸ    33-2005 

「ぽらん」「さくら」「ひまわり」「もみじ」 

「たんぽぽ」「ひだまりの家」「かなりあ」 

人職員のご紹介！ 人職員のご紹介！ 新 
今年度から、新たに４名のスタッフが加わりました。 

簡単ですが、ご紹介させていただきます。 

のぞみ会ホームページアドレス   http://nozomikai.biz/ 

編
集
後
記 
人職員のご紹介！ 新 新 

 

上
條
さ
ん
と
は
以
前
、

一
緒
に
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
を

行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。 

 

遊
び
と
聞
い
て
い
ま
し

た
が
、
上
條
さ
ん
は
誰
よ

り
も
本
気
で
ラ
ケ
ッ
ト
を

振
っ
て
い
ま
し
た
。
何
事

も
真
剣
に
行
う
姿
は
素
敵

で
し
た
。
ま
た
一
緒
に
勝

負
し
ま
し
ょ
う
。 

 

長
い
間
、
お
疲
れ
さ
ま

で
し
た
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長
谷
部 

美
紀 

皆
さ
ん
に
美
味
し
い
ご
は

ん
を
届
け
ら
れ
る
よ
う
に
頑

張
り
ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。 

  

 

利
用
者
さ
ん
が
毎

日
笑
顔
で
過
ご
せ
る

よ
う
に
、
一
生
懸
命
頑

張
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。 

 利
用
者
さ
ん
の
気
持
ち

に
沿
っ
た
支
援
が
で
き
る

よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

早
く
一
人
前
に
な
っ

て
皆
さ
ん
と
楽
し
く
過

ご
せ
る
よ
う
に
な
り
た

い
で
す
。
よ
ろ
し
く 

お
願
い
し
ま
す
。 

 

◎ 

小
屋
敷

こ
や
し
き 

亜
耶

あ

や

菜な

さ
ん 

（
の
ぞ
み
園
・
厨
房
） 

 

◎ 

河
村 

彩
香
さ
ん 

（
の
ぞ
み
園
・活
動
班
） 

か
わ
む
ら 

あ
や
か 

つ
ち
は
し 

ま
さ
や 

・古
里 

正
夫 

様 

・月
舘 

文
夫 

様 

・原
田 

は
る
ゑ 

様 

・長
田 

良
子 

様 

 
 

果
物
・菓
子
・文
具 

飲
料
等 

  

 

感
謝 

 

平
成
30
年
１
月
１
日 

～
平
成
30
年
6
月
30
日 

（
順
不
同
） 

◎ 

手
倉
森 

貫
さ
ん 

 

（の
ぞ
み
園
・生
活
班
） 

て
ぐ
ら
も
り 

と
お
る

る 

◎ 

土
橋 

雅
也
さ
ん 

 
 
 
 
 
 

 

（
の
ぞ
み
園
・作
業
班
） 

梅
雨
の
晴
れ
間
、
６
月
９
日
に
待
ち
望
ん
だ

の
ぞ
み
園
の
看
板
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
は
、
「
分
か
り
や
す
い
看
板
が
あ
れ
ば
い

い
な
あ
。
」「
何
か
目
印
が
あ
っ
た
ら
、
場
所
を

説
明
し
や
す
い
な
。
」
な
ど
と
い
う
声
が
多
く

聞
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
声
に
温
か
い
手
を
差
し

伸
べ
て
く
れ
た
の
は
、
の
ぞ
み
園
保
護
者
会
で

し
た
。 

八
戸
市
心
身
障
害
児
者
後
援
会
が
主
体
と

な
り
、
の
ぞ
み
園
が
開
設
さ
れ
て
４７
年
。
開

設
当
初
の
保
護
者
や
、
初
代
施
設
長
蒔
田
せ
つ

氏
の
想
い
、
そ
し
て
現
在
の
保
護
者
の
方
々
の

想
い
…
。
そ
れ
ら
を
繋
ぐ
絆
の
象
徴
と
な
る
で

あ
ろ
う
こ
の
看
板
が
、
よ
う
や
く
形
と
な
っ
た

事
を
大
変
喜
ば
し
く
思
い
ま
す
。 

 

設
置
さ
れ
た
二
つ
の
看
板
は
、
自
然
あ
ふ
れ

る
環
境
の
中
で
も
し
っ
か
り
目
に
入
る
よ
う

に
な
り
、
上
部
に
ラ
イ
ト
が
付
い
た
こ
と
で
よ

り
一
層
輝
い
て
見
え
る
事
で
し
ょ
う
。 

利
用
者
さ
ん
か
ら
も
「
お
、
か
っ
こ 

い
い
な
あ
！
」
と
喜
び
の
声
が
聞
か
れ
て 

い
ま
す
。 

お
近
く
を
お
通
り
の
際
は
ぜ
ひ
、
こ
の
想
い

の
詰
ま
っ
た
看
板
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 


